
BD( バイオダイナミック ) 農法とは

　最初の農耕・牧畜は古代ペルシャ（現在のイラン）で紀元
前 6000 年ごろに始まった。日本に米作りが大陸から伝わっ
てきたのが弥生時代（紀元前 1000 年頃～紀元後 300 年頃）
のことであるから、それよりも 5000 年も前から農業は行わ
れていたのだ。
　「農」は「能」と等しく、農業は芸術・文化に通じていた。
英語の agriculture も agri（田畑）＋ culture（耕作）で cult
は神のことだった。収穫を神に感謝した儀式が culture であ
る。そのようにかつて農業は神とつながっていた。
　1600 年頃まで世界の人々は自給自足でその土地で育つ作
物を食べて生活していた。植物の種類も多種多様であった。
その後農業の研究が進み 1800 年代以降は新種が作られ、有
能な種（しゅ）が残されるようになった。収穫量の多い品種
が栽培されるようになり、植物の種類は減少した。
　1924 年、農産物の収量が減り、病気も発生し、それを心
配した人々は労働者のためにたくさんの講義を行ってきたル
ドルフ・シュタイナーに解決法を尋ねた。地球のエネルギー
の枯渇を心配していたシュタイナーは農業講座を開き、彼が
考える農法の話をした。しかしシュタイナーは翌年 64 歳で
亡くなってしまう。そこで彼の弟子たちは彼が示唆した農法
の実験を重ね Bio（生命）と Dynamic( 力強い・エネルギー
を生ずる ) を合わせた造語としてバイオダイナミック農法と
いう名前を使うようになった。
　1930 年以降、経済学者の中に農業でお金を儲けるという
考え方が生まれ、農業は商売に変わっていった。ハイブリッ
ドという、種 ( しゅ）を交配して病気に強く収穫量も多い新
種を作り出すことが始まった。しかしハイブリッドは種（た
ね）の採取ができないものなので農家は工場で作られた種（た
ね）を毎年買う必要があった。やがてクローン技術や遺伝子
組み換え技術も確立された。植物は細胞さえあれば実験室で
増殖できるようになり、見渡す限りの大規模農園で同じ種類
の作物だけが作られるようになった。一方科学技術に頼らな
い農法も実践され、その一つが BD 農法である。
　BD 農法は土地のバランスを考えて野菜も穀物も作り、動
物を飼う。他の農法と大きく違うのは、宇宙からのエネルギー
を調剤（プレパラート）に入れ、自然との共存だけでなく宇
宙とも一緒に働く、という考え方だろう。そしてその農法に
よって土地を癒す。地球を癒すために宇宙からの生きたエネ

バイオダイナミック農場 ソフィアファームでの農業実習

Newsletter
10 月号は、P.1 『バイオダイナミック農場 ソフィアファームでの農業実習』、P.5『 パラグライダー体験 』、P.6『 

山に登る！みんなで！ ～山部の活動報告』、P.7『 故・村山雄一（むらやま　たけかず）先生を偲ぶ会　報告 』、P.8

『 つたのは文庫報告 』です。

第 161 号
2023 年 10 月 28 日発行

9 年生担任　神田　昌実

ルギーを使うというものだ。そのために考案されたものが調
剤だ。
　調剤は、500 番から 508 番までの 9 種類あり、9 つの調
剤の微量なエネルギーを大地や環境に入れる事により、宇宙
の調和がもたらされ、本来の健康で生命力に満ちた大地や環
境を再生するというものだ。
最初の仕事

　7 月 27 日（木）帯広空港に 9:35 に到着し、そこからレ
ンタカー 3 台に分乗して、宿舎となる北海道立体験活動支
援施設 ネイパル足寄（あしょろ）に立ち寄った。スタッフ
の方々に挨拶した後、送ってあった荷物を各自の部屋に運び
入れ、その後、そこから車で 20 分ほどのソフィアファーム
に行き、ファームを運営するキャンベルこのみさんに挨拶を
した。パートナーのベンさんは広いファームのどこかで働い
ていてこの時には会えなかった。
　このみさんの軽トラックを先頭に 3 台の車でファーム内
を案内してもらった。ベンさんはアメリカ人だがご先祖はイ
ギリスのスコットランド出身ということで、ファーム内の地
名も「ニュースコットランド」や「リトルスコットランド」
などとつけられていた。生徒たちは車の中から広大なファー
ムの景色を見ながら「ここは本当に日本か？」と思っていた
らしい。
　ちょうど香港のシュタイナー学校の方々が 2 家族滞在
中で、その方たちが私たちのために夕飯を作ってくれた。
Welcome dinner である。ベンさんも戻って来て、初日は顔
合わせだけをして宿舎に帰った。いよいよ翌日から農作業開
始である。
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　私たちが最初に頼まれた仕事は広大な大豆畑の雑草抜き
だった。雑草地？と思うほど雑草しか見えない。大豆は背が
低いのだ。一畝一畝腰を曲げ、草を分けて大豆以外の 70 ～
80㎝もある雑草を根っこから抜く。大豆は茎にうぶ毛のよ
うな毛があり小さな白やピンクや薄紫色の花が咲いている。
この花が受粉して枝豆になり、枝豆がさらに熟して乾燥する
と大豆になるのだ。根元の雑草を手でかき分けて探り、大豆
を見つけたらその周りの草は抜くという作業の繰り返しだ。
帯広は夏暑く、冬寒い土地だそうで、この日は 34℃くらい
あったと思う。みんな汗だくだ。汗で濡れた手や腕に乾燥し
た大豆畑の土がつき、手や腕を伸ばすとしわの部分だけ白く
他の部分は土まみれの状態だ。そんな自分の手を見て、「お
おー、縄文人！」と言っている子がいたが、「縄文人が聞い
たら怒るよ。」と思いながらも笑ってしまった。

毎日の流れ

　現地での生活を始めるまでは毎日の流れを具体的に思い浮
かべることが難しかった。なぜなら農業は天候に左右される。
天候次第でやることが急に変更になる。だから予定表を提出
する必要があったネイパル足寄には到着日と帰宅日と遠足日
と作業日の 4 種類しか提出せず、他の団体との兼ね合いは
他団体を優先して予定を組んでもらった。

　作業日の一日の流れは、だいたい以下のようだった。
4:20　　　　　　朝当番が横山先生の車で出発
7:00 ～ 7:40　   朝食（朝当番は 06:50 頃戻って来る）
7:50　　　　　　朝の会（その日の予定を確認）＠研修室
8:10　　　　　　出発
8:30　　　　　　ソフィアファーム着、このみさんより作
　　　　　　　　業予定を伝えられる
8:50 ～ 12:00　　途中休憩を入れながら作業
12:00 ～ 13:30　 昼食、休憩
13:30 ～ 17:20　途中休憩を入れながら作業
17:40　　　　　ソフィアファームを出発
18:00　　　　　ネイパル足寄着
18:00 ～ 19:30　着替え・洗濯物回収（伊藤先生の車か渡辺　　
　　　　　　　　先生の車がコインランドリーに運び洗濯）　
　　　　　　　　自由時間
19:30 ～ 20:10　夕食

20:15　　　　　夕べの会（振り返り・翌日の予定発表）＠研　　　　
　　　　　　　　修室
20:30 ～ 21:00　 乾いた洗濯物の片付け・自由時間
21:00 ～ 21:30　入浴
21:30 ～ 22:00　自由時間
22:00　　　　　就寝

朝当番の仕事

　朝当番は 4:20 に宿舎を出る。最初の打ち合わせでは 5:00
に出れば良いことになっていた。しかし、今年は暑い日が続
きアブやブヨが多く発生して牛たちを悩ませていた。そこで
搾乳中の牛を虫から守るために、虫が少ない涼しい時間に搾
乳を始めることになった。牛優先の考え方だ。
　朝当番の送迎は横山先生が担当してくれた。4:10 に玄関
前に集合し駐車場に行って 4:20 には出発する。3 つの班が
毎日交代で 3 回ずつ搾乳とコンポスト作りを体験した。
　現在ソフィアファームには搾乳できる牛は 2 頭しかいな
い。ちなみに牛も人間と同じく女ならいつでも乳が出るわけ
ではない。子どもを産まなければ乳は出ないのだ。言われて
みれば当然のことだが、私たちは「乳牛」といういつも乳を
出している牛がいると思ってはいないだろうか？
　5 年生の動物学で「牛」のことを学んでいながら、私もすっ
かり忘れていた。私たちが毎日牛乳を消費するために、乳牛
たちは人工授精をくり返して子どもを産まされているのだ。
　ソフィアファームでは自然交配が主で、人工授精はほとん
どしていない。ここでも牛の自然のありようを重視している。
そして生まれてすぐの子牛が母牛から離されて人工乳で育て
られる一般の牧場と違い、ソフィアファームの子牛は飲みた
いだけ母牛の乳を飲み、余った分を人間がいただくのだ。
　現在出産した雌牛はハイディーとミニーの 2 頭だが、ミ
ニーの子どもは死産だったので私たちは主にミニーの乳を搾
らせてもらった。ハイディーの子どもは飲む量が多く、搾れ
るほど残っていないのでハイディーの搾乳はほとんどしな
かった。
　搾乳する者は毎日 2 ～ 3 人でこのみさんに見本を見せて
もらってから搾乳に挑戦した。搾乳時の衛生管理もしっかり
しないといけないので、牛の乳房や人の手の消毒は酢で行わ
れた。そして搾乳小屋では静かにすることが鉄則。ある意味、
牛も人間も搾乳の間は瞑想している時のように平安に満たさ



れた時間を共有している。このみさんは牛を安心させるた
めに優しく英語で子守唄を歌いながら搾乳する。このみさ
んの乳しぼりはリズムがあり、歌に合わせて乳がバケツに
シューッ、シューッと溜まっていく。それを聴いている生徒
たちもついコックリコックリしていた。
　朝当番はソフィアファームに着くと牛たちの飲み水をこの
みさんが運転する軽トラックの荷台の大型ポリタンクにホー
スで入れる。この水は湧き水で水道水ではない。ちなみにソ
フィアファームの水道の蛇口から出てくる水はすべて湧き水
を使っているので非常に冷たく美味しい。
　水が汲めたら横山先生は別の軽トラックを運転し、その荷
台に朝当番の 5 ～ 6 人の生徒たちが乗り込んで、搾乳小屋
のあるリトルスコットランドの丘に向かう。牛たちの飲み水
を汲み足してから作業開始だ。リトルスコットランドに着い
た頃に遠くの山の上に朝日が昇る。拝みたくなるような光景
だ。
　搾乳小屋の平和な雰囲気とは裏腹に隣の牛小屋では、牛糞
班が牛糞にまみれた藁をフォークですくい上げては軽トラッ
クの荷台に積むという作業に汗を流している。軽トラックが
いっぱいになったら、横山先生が運転してコンポストの山の
上にそれを積み重ねに行く。そこに牛糞の藁―緑の草―去年
の干し草という順番で何回も重ねていく。牛糞の藁は朝当番
が集めたもの、緑の草は大豆畑の雑草、干し草はコンポスト
の近くに置かれた昨年のロール状のものだ。
　6 時過ぎまで仕事をしてから朝当番は宿舎に戻ってきて、
皆と合流して朝食をとった。これを毎朝引き受けてくれた横
山先生には感謝してもしきれないありがたさを感じている。
宿舎での講義

　ある一日、午前の仕事は休みにして私たちは買い物などを
し、午後からはベンさんとこのみさんがネイパル足寄に来
てくださり、BD 農法やミツバチのこと、CSA（Community 
Supported Agriculture）についてなどを熱く語ってくれた。
　CSA とは消費者が年間で野菜や加工品などの購入費用を農
家に前払いし、天候不順などによる不作のリスクを農家と共
有して農家を支えていくというシステムだ。地域支援型農業
で、農家と消費者がお互いに顔を見て、旬のものを安心して
買うことができる上、時には消費者が農家に援農に行き、農
業を自分事として考えることができるものだ。CSA は BD 農
業に限らずどこででもできることだと思う。
　現在食べ物のほとんどを輸入に頼っているこの国の未来を
私たちはもっと真剣に考えなくてはいけないはずだ。農業実
習を体験してこういう思いがひしひしと湧き上がってきた。
調剤関係の仕事

　BD 農法で特別なのは、やはり宇宙のエネルギーを大地に
還元するという調剤だ。調剤は水に溶かして散布するものと
堆肥の中に埋めるものがある。
　散布する調剤は 500 番、501 番、それとマリアトゥーン
と呼ばれる 502 番から 507 番までを含んだ特別な調剤の 3
種類だ。残りの 502 番～ 506 番は堆肥の中に穴を掘ってス
プーン 1 杯くらいずつを埋めるものだ。507 番は 502 番～

3

506 番を埋めた堆肥の上に水に溶かして攪拌した後にじょ
うろなどでかけるもの。508 番に関しては今の私にはわか
らないのでこれは省略する。
　私たちが散布したのはマリアトゥーンだと思うが、見かけ
は土であった。これを両手一杯くらいもらい、ワイン作りで
使われていた大きな樽に七分目ほど入れた水に、穏やかな優
しい気持ちで入れる。入れる人の気持ちも大切なのだ。それ
をダイナミゼーションと言われる混ぜ方で 20 分間混ぜた。
　ダイナミゼーションとは横浜の校庭に「お庭の会」のメン
バーが撒いているやり方と同様、桶の中の水を腕や棒を使っ
て渦潮のようにグルグルーッとかき混ぜ、それが頂点に達し

た時に一気に逆回しをして渦を壊し、また逆の渦を勢いよく
作るということを繰り返すものだ。これにより水の中にその
調剤の力が刻印される。
　渦を壊すところで次の人に交代しながら全員がこの作業を
行った。結構重労働だったので最後は力自慢の男子たちがこ
の作業を請け負っていた。
　放射能の害が心配された 2011 年以降、横浜シュタイナー
学園では熊本の BD 農場ぽっこわぱから調剤を頂いて、校庭
に撒いたり、コンポストに埋めたりしてきた。そのお陰か、
狭いながら当校の校庭の植物は勢いがあるように見える。
　話しは戻り、このダイナミゼーションした調剤はその日の
内に散布した方が良い。私たちは調剤をコンテナに詰め、草
抜きが終わった大豆畑に向かった。そして自生しているクマ
ザサを切って束にし、調剤を入れたバケツにクマザサを浸し
て、虹を描くように優雅に撒きながら進む。この時の気持ち
も穏やかな気持ちであることが重要だ。この一しずくが大地
に触れた瞬間にジワーッと周囲に広がるイメージだそうだ。
だから全部の作物にかける必要もなく優雅に進めばいい。夕
日を浴びてバケツを持ち、クマザサで虹を描きながら調剤を
撒く生徒たちはとても美しかった。この作業は 2 日間続き、
翌日は広大な牧草地に 1 列に並んで調剤撒きをした。
　翌日、私たちは今まで行ったことのないイラクサの茂った
薮の近くに案内された。そこには 2m くらいの棒が正方形の
頂点に刺してあった。この正方形の中に、500 番の調剤が 2
年前に埋められたのだ。それを掘り出す作業がこの時の仕事
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だった。50cm くらいの深さまで掘ると、固いものにスコッ
プが当たった。ここからは優しく丁寧に掘っていく。牛の角
と蹄がびっしりと並べて埋まっていた。角や蹄を割らないよ
うに一つずつ掘り出し、コンテナに入れていく。コンテナ 3
つがいっぱいになるくらいの角と蹄が掘り出された。
　その後、ベンさんは軽トラックの荷台に腰を掛け、私たち
は草の上に腰を下ろして、青空講義が始まった。BD 農法に
ついての他にも話は尽きない。もしもファーム内に泊まって
いたらこういう時には夕飯後に焚火でも囲みながら話の続き
が聞けるのだろうに、宿舎の夕飯の時間に間に合うように帰
らなければいけない私たちは残念ながら講義を中断せざるを
得なかった。
　その後の調剤に関する仕事は、牛の頭蓋骨に詰められたミ
ズナラの樹皮を掻き出すこと（506 番）、掘り出した牛の角
や蹄の中に詰めてある牛糞を掻き出す仕事（500 番）、ノコ
ギリソウの調剤（502 番）を大きな板の上で皆でほぐして
ビンに詰めなおす仕事の他、新しい 502 番作りのためにノ
コギリソウを集め、花だけバラバラにしてそれを鹿の膀胱に

終わりに

　生徒たちは農業実習の 2 週間でどのような感想を持った
のだろうか？
　最後の夜の夕べの会で皆に聞いてみた。「本当は農業実習
は 3 週間したいんだけど、あと 1 週間延びますって言った
ら悲しい人はどのくらいいる？もうお家に帰りたい人？」4
人くらいの女子が手を挙げた。それ以外の 12 人はもっと居
たい。もっと働きたい。と言ったのを聞いて私はほっとした。
　「農業実習はどうだった？」と聞かれると答えに困った。「す
ごく充実していて大きな学びがありました。」と無難に答え
はするものの、色々ありすぎて一言では言えないものだった。
生徒たちも皆、「聞かれると困る。色々ありすぎて・・。」と
言っていた。2 週間も寝食を共にしたのは皆初めてのことだ。
とにかく生徒たちに怪我も病気もなく満足して実習を終えら
れた。これだけで十分だ。そして彼らの内面に何かしらの種
が蒔かれたのではないだろうか。それがどういう形で芽を出
すかわからないが、農業に対する見方が少しでも身近になっ
ていることを期待したい。
　最終日に宿泊の支払いをした時、館長さんがこう言った。

「私のおじも酪農をやっているので、その大変さは知ってい
ます。生徒さんたちは 1 週間が過ぎたころから顔つきが変
わってきましたね。逞しい顔になってきたなあと思いまし
た。」 8 時には宿舎を出て、夕方事務所のスタッフが帰った
後に帰る私たちとは、「おはようございます。行ってきます。」
くらいしか言葉を交わしていないのだが、それでも子どもた
ちの変化をこのように見てくれていたことが嬉しかった。

　そして、何よりもこんな貴重な体験を細かい部分まで準備
してくださり、牛や農場を心から愛しているベンさんとこの
みさんご夫妻に深く感謝したい。これからも生徒たちをぜひ
お願いします。ソフィアファームの発展を心底願い、応援し
たい。地球のために、人類のために、未来のために。

指で詰めていくという驚くべき仕事もした。鹿の膀胱にスト
ローで空気を入れ風船のようにふくらまし、乾かして保存し
ておく分も作った。このような作業を生徒たちは嫌がりもせ
ず、おしゃべりしながら楽しそうに行っていたことが印象的
だった。これらは実習中の後半に行われたので、仕事に慣れ
てきた生徒たちにはどんな作業も大切なものに思われてきた
のかもしれない。
　実習最終日、毎朝の朝当番が積み上げてきたコンポストの
山に調剤を埋める作業をした。山の高さは私の首のところく
らいまで高くなっていた。積み上げたコンポストの山の指示
された場所に長い鉄の棒で穴を開け、そこに 502 ～ 506 番
の調剤をそれぞれ決められた穴におにぎりの具のようにコン
ポストでくるんで丸めて入れ、穴をコンポストでふさぐ。調
剤のおにぎりも心を込めて握り、心を込めて穴に入れる。
　調剤を埋め終えたら、コンポストの山全体にカノコソウ
の調剤（507 番）を水に入れ 20 分間攪拌したものを撒く。
この堆肥の山は 1 年間寝かす。その間に牛糞や藁、緑の草、
干し草などは全て土のようになるということだった。そう言
われれば他の調剤もすべて土のようになっていた。フレッ
シュな牛糞を詰めたはずの角や蹄の中身も掻き出すときには
見かけも手触りも臭いも土になっていた。不思議なことだ。

「 バ イ オ ダ イ ナ ミ ッ ク 農 場 ソ フ ィ ア フ ァ ー ム で
の 農 業 実 習 」 の 長 編 完 全 版 を 学 園 サ イ ト に て

（https://yokohama-steiner.jp/cpt_newsletter/cpt_
newsletter-19930/）掲載していますので、こちらも
是非ご覧ください。
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　8 年生は物理で流体力学を学ぶ。流体とは気体や液体のこ
とで、流体力学とは、流体の中で働く力、流体がどんなふう
に変化して、どんな働き方をするのかについての物理学の一
部門である。浮力、水圧、気圧などについて学ぶ。揚力はそ
の一つだ。飛行機の翼を断面でみると下は平面、上は湾曲し
ている。飛行機が前方へ進むとき、形状の違いから、上と下
を流れる気流に速さの違いが生じ、揚力（上に向かう力）が
生まれる。ヨットの、風を受けたふくらんだセールにもその
力は働いている。そのような揚力を利用した乗り物を体験し
ようと、パラグライダーに乗りに行く事にした。昨年度、下
見にいって体験してみた。地面から足が離れ、ふわりふわり

り、高度も上がり、「飛んでいる」を実感できるようになっ
てきた。順番にやるので、見ている子どもたちから、「すごー
い」「とんでるー」の声も上がる。わたしの頭上を飛んでいく。
いいながめだ。15 メートル位の高さを飛ぶ子どももでてき
た。
　子どもたちはどう感じたのだろうか。
　みんなの気持ちを大人に伝えたいと話し、一人ひとりに短
文を書いてもらったのでここに記したい。

・身体が引っ張られて、まともに走れなかった。
・高く飛んだ時、とても爽快感を感じた。
・飛んだ時にフワッと浮いた感じになって自分が空を飛んで
いるんだと思うと楽しかったです。
・飛びながら富士山が見えた。先生をいつもとちがう角度で
見られた。
・パラグライダーと風で空を飛べた。空から下を見られて楽
しかった。
・浮いた時、内臓が上まで上がってきた感じがした。
・最後の一回で 120 メートルほど飛べて、飛んでる！！と
実感できた。
・最初はこわいと思ったけど、次第に楽しくなった。高く飛
べた。
・飛んだ時、下を見たら地面からとても離れていて空を本当
に飛んでいるんだなと思いました。
・インストラクターの方々がすごく面白くて、やさしい人た
ちだったので安心して飛ぶことができました。パラグライ
ダー最高！
・最後の方になると、すごく高く上がれて、落ち着いて操作
が出来たので、すごく楽しかったです。
・飛ぶのはむずしかったけど、とても楽しかったです。良い
体験になりました。ありがとうございました。
・とても気持ち良かった。
・空を飛ぶのが夢だったので、飛べて最高でした。楽しかっ
たです。
・ふわっと飛んだ時感動しました。空からのながめは最高で
した。
・とにかく飛べてうれしかった。また絶対やりたい、やらな
いとソン！
・走っているといつの間にか地面が遠くなり、浮き上がって
いました。不思議な感じがしておもしろかったです。

　3 時間ばかりの短い講習時間だったが、子どもたちの心と
身体には、たくさんのものが入っていったのではないかと思
う。こうした体験をたくさんさせてあげたいなあと、つくづ
くと思える楽しい一日だった。

と空を飛ぶ感覚はなんともいえないものだ。日常生活ではめっ
たにできることのないこの体験を、子どもたちに味わってほ
しいと思った。スクールは藤野のシュタイナー学園が利用し
ているところを紹介してもらった。場所は朝霧高原。天候や
風に左右されるものなので、予定した日に実施できるか心配
したが、前日に大丈夫そうだと連絡を受け、まずは一安心。
　9 月 14 日（木）、晴れ。十日市場駅に朝 6 時に集合。一
同貸し切りのバスに乗り込んで出発。9 時前に現地に着いた。
まず室内で説明を受けた。「揚力」という言葉に反応する子
どもたちの姿も。そして、徒歩で体験場所へ移動。緑の広が
る小高い丘が講習場所。風の状況は良いようだ。スクールの
方の指示で道具をセッティング。3 人一組で一つのパラグラ
イダーを交代で使う。翼は横6メートル。その大きさにもびっ
くりしている子どもたち。最初は平地で前方に走り、翼に風
を入れる練習。走り始めるとバサッという音とともに大きな
翼が浮き上がり、翼に引っ張られ後ろへ後ずさり。風の力を
感じている。平地で風を入れられ、止まる（翼を降ろす）こ
とができるようになってきたら、斜面を少しずつ登っていき、
そこからスタート。斜面が、走る力を後押ししてくれ、足が
地面から離れる。わずかな時間だが、浮くことを体験し意欲
がわいてくる。子どもたちは飲み込みが早く、スタート地点
がどんどん高くなってくる。そして浮いている時間も長くな
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山に登る！みんなで！～山部の活動報告～ サポート教員・山部顧問　西尾　早知子

　夏休みに入って、最初の土曜日、十日市場駅 6 時 08 分発
八王子行きに乗車、青梅線御嶽駅で生徒 15 名、引率の大人
4 名が下車しました。次は、JR の電車よりも混んでいるバ
ス車両に揺られました。今度は、ケーブルカー切符購入のた
めに並び、ようやくケーブルカーに乗車。さぁ、いよいよ出
発というころには、既に 3 時間（中には自宅を出て 4 時間
を越える生徒もいます。）は経過していました。武蔵御嶽神
社に参拝し、奥の院、鍋割山、大岳山と進みました。途中は、
岩場で鎖を頼りに歩みを進める箇所もありました。怖いなと
思いながらも勇気を出して歩いた女子生徒もいました。大岳
山山頂は、雲が晴れ少し視界も開けました。下山してからは、
綾広の滝、岩石園（こちらは樹々や苔の美しさ、水辺を味わ
うだけに訪れたいほどです。）と、暑いながらも涼気を感じ
て進みました。熱中症の心配が尽きない夏でしたが、幾分日
差しが柔らかいなか、水分補給や行動食のおかげで大事には
至らず歩き通しました。

きが一体になっている姿に、体は重くなっているようでもま
だまだ育ちゆく途中の子どもたちであることを再確認しま
す。引率の大人たちは、とても駆け出すことができませんか
ら。空、山が語るもの、雄大な景色を前にして、生徒が受け
取っているものを感じずにはいられません。
　2022 年度に山部が誕生したきっかけは、当時 8 年生担任
だったわたしに、7 年生の生徒が山岳部を創りたいと伝えた
からです。普段より、地図を読み、山にも親しんでいた彼は、
ぜひ同級生と登ってみたいと思ったようです。教員会議では、
部活動の範囲なのか、中学生が、安全に行って帰って来るこ
とができるのかが話し合われました。同時に、わたしが学生
時代に一緒に登山をした先輩、金井さんに相談しました。現
在も登山を続け、かつ学校登山を実施している長野県の研修
を受講されていたことも助かりました。金井さんから、生徒
たちに山の楽しみ、装備、といった登山全般についてお話を
頂きました。また、お互いの体力を知るために、お試しのハ
イキングにも行きました。初年度は、9 名の部員が集まり活
動が始まります。年 3 回の山行と、事前に最低 2 回は集まり、
地図を手元にルートを確認し、コースタイムを書き込みます。
山の歴史や名前の由来といった発表を聞いたうえでの大菩薩
嶺。生徒たちが登りたい山の希望を出し、日没時刻が迫るな
か、どのルートで行くかを出し合い検討した塔ノ岳など、公
共交通機関で行くことのできる山に限って挑戦しています。
　一人一冊ノートを作り、下山後は、地図を貼り感想をノー
トに記します。部長が、一人ひとりに丁寧に返事を書き、続
いて顧問も添えます。感想を読むと、靴の違和感を覚えなが
らも頑張って歩いていたということ、淡々と歩いていたよう
に見えたが、景色を味わっていたことなどを知ります。
　9 年生の感想は、入部した生徒の多さを喜びながらも、
20 人近い一団になると、山道でのすれ違いに時間がかかる
こと、休憩を終えて動き出すまでに時間がかかってしまうこ
とが、上級生としての視点で綴られます。体力を 4 割しか
使わなかったという 9 年生がいる一方で、これ以上のきつ
い山は無理という 7 年生まで、次の山行をどうしようかと
思案もします。
　指導者の金井さんは、「上級生が周りをよく見ながら登っ
ていて、全体に目配りをしている。計画力なども含めて、体

　この日もわたしの後に、体力が少し心配だという新入部員
の 7 年生たちが続きました。木漏れ日が美しい平坦な道が
現れると「もう、ずーっとこの道がいい。上りはいらない。」
という声が聞こえます。そうだね、ずっとこんな気持ちのい
い道を行きたいよね。ボールを半分にしたような窪地に、竹
が伸びていました。「あの真ん中に行って、休みたい。」など、
素直に口にしてくれます。生徒たちが、山頂からの見晴らし
に限らず、周囲の樹林帯や地形を感じ受け取っているのがわ
かります。また険しい上りになると、「もう無理、上り。休
憩まだですか？」という悲鳴も聞こえます。休憩後、上級生
が手際よく出発できるように、時間を見て「あと何分で出る
よ。」と全体に声をかけます。教員が声をかけるよりも、上
級生の指示はよく通ります。
　生徒たちが昨年度の部活動発表会で、「教室という狭いと
ころではなく、広いところで友だちと好きに語ることができ
る。」「頂上からの景色がなんとも言えない。疲れが吹き飛ん
でしまう。」などと魅力を挙げていました。もちろん、落石
注意、他者への気遣いで走ってはいけないと伝えているもの
の、山頂が近づき、周りに雄大な景色がひらけてくると、生
徒たちは駆け出します。早く頂上に着きたい！と気持ちと動
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故・村山雄一（むらやま　たけかず）先生を偲ぶ会　報告
４年生担任・ボランティア工事担当教員　長井　麻美

　十日市場校舎オイリュトミー室は暗幕が引かれて少し薄暗
く、正面のピンクのカーテンを背にしたまるい台の上に一本
の白百合が飾られました。台の上には、蓮の花びら状に切っ
た色紙がちりばめてあり、その後ろに立つイーゼルの上に
は、笑っている村山さんの写真が飾ってありました。壁と窓
に沿って、村山さんの建築模型が並べられ、それら一つ一つ
に蜜蝋ろうそくの灯が温かく灯っていました。
　9 月 30 日土曜日の午後、故・村山雄一さんを偲ぶ会は 12
年前に村山さん自身が設計した学園の十日市場校舎の空間で
開かれました。学内外合わせて参加者は 40 名を超えました。
　村山雄一さんは、今年 5 月 9 日未明に入院先にてご逝去
されました。享年 77 歳とのことです。
　わたしたちに訃報が知らされたのはひと月以上経ったころ
です。ご葬儀はすでにご親族で済まされたとのことで、わた
したちは何らかの形でお別れの会を開きたいと考えました。
9 月 30 日は午前中に新入生保護者対象の「感謝祭」がすで
に予定されていましたが、「感謝祭の後で村山さんを偲ぶ会
を催すことには意味がある」と考え、様々な調整を経て、こ
の日の開催になりました。
　横浜シュタイナー学園の立ち上げから建築家の立場で学園
を応援し見守り続けてくださった村山さん。霧が丘のビルを
少ない予算でいかにシュタイナー学校らしい空間にするか知
恵を絞ってくださったことから始まり、2011 年の十日市場
校舎開校工事では、何もないところから図面を引いていただ
きました。村山さんは 2009 年、2018 年の公立学校跡地利
用公募活動にも深くかかわってくださいました。残念ながら
どちらも実現しませんでしたが、2018 年の霧が丘第一小学
校の公募では、村山さんらしい発想の独創的な図面がわたし
たちに将来への希望を与えてくれました。
　また、学園の子どもたちが村山さんの作品に触れる機会を
つくろうと 2017 年に十日市場校舎のすべての教室を使って

「建築展」を開催したこともあります。
　この二十年間で何度か脳梗塞の発作に見舞われた村山さん
は、不自由なお身体でありながらも学期祭や八年生劇、聖夜
劇などを楽しみにしていらして、よく会場に足を運んでくだ
さいました。昨年の暮れには十日市場校舎水場タイル補修工
事の際に来校し、自ら作業の指揮を執ってくださいました。

これが村山さんとの最後の仕事だったとは・・・。
　「野ばら」創刊号（2005 年発行）に寄せられた村山さん
の「建築について」という文章を会の冒頭に読み上げました。
文章のそこここに村山さんの、建築への熱い想いと、産声を
上げたばかりの横浜シュタイナー学園への温かい眼差しが感
じられ、読んでいて心が熱くなりました。
　「偲ぶ会」が終始和やかな雰囲気の中で進んでいく中で、
村山さんもこの場にいらっしゃるのではないか、と感じまし
た。受付で配られた蓮の花びら状の紙に一言メッセージを書
いて、一人ひとりが思い出話をしたあとで献花台ならぬ、「献
花びら台」に置いていきました。それぞれの口から語られる

「村山エピソード」は大変興味深く、理想を追い求めるあまり、
まわりの人々が困惑する事態が多くあったことが、笑いとと
もにいくつも披露されました。本当に、建築に、アントロポ
ゾフィーに、人生に真摯に生きた方なのだなと皆が感じたこ
とでしょう。会の終わりの方では伏見先生の歌の贈り物が会
場に響きました。妹さん、小橋ノリ子さまより「兄にとって、
この学園は生き甲斐でした」とのお言葉を頂き、感無量です。
　村山さん、今まで本当にありがとうございました。もう、
目に見える形ではお会い出来ないけれど、学期祭、聖夜劇、
八年生劇、卒業プロジェクトにはぜひまたいらしてください
ね。そして、この学園が未来に向かって育ちゆく子どもたち
の豊かな体験と学びの場となり続けるよう、見守っていてく
ださい。

力とも成長が早い」と驚かれていました。そして、事前の下
見をともにして下さる浜本先生は、前日の天気次第で山の状
況が違うことを踏まえ、当日の留意点、想定を的確に教えて
くれます。
　（生徒たちが、「山岳部さんがくぶ」と名乗りたいのは承知
していますが）あえて「やまぶ」と呼んでいます。それは、
一人ひとりの体力の差はあっても、自ら歩く、山に親しむ

を原点にしてほしいと願っているからです。生まれた乳児が、
周囲を見習い、這って、立ち、歩き出したころとは違い、中
学生になり、一人ひとりの身長、体格、体力差もあるなかで、
あえて楽ではない部活を選んだ生徒たち。自分の荷を背負い、
自分の足で一歩を踏み出す、誰も代わってはくれない山登り。
それは、わたしたちの人生のようです。ぜひこれからも、仲
間とさまざまな景色を見てほしいです。

昨年末のボランティア工事に参加された村山先生 ( 右から二人目 )
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つたのは文庫報告 書道専科教員・つたのは文庫主宰　吉野　庸子

　「つたのは文庫」は、横浜シュタイナー学園にやがてでき
る図書室の初穂として、2021 年 7 月にオープンした家庭文
庫です。現在子どもたちに貸し出せるよう整っている本は
1,100 冊ほどです。他には、シュタイナー関連の本や、児童
文学についての評論、おはなしに関する本などは、保護者の
方々に読んでいただけたらと書架に並べています。これらの
児童書は、子どものために少しずつ増えていったものや、シュ
タイナーを学ぶために購入してきた本たちです。
　子育ての中で本やおはなしの重要性を教えてくださったの
が、子どもの主治医でした。子どもの本を読み、昔話を聞く、
ゆとりある子育てを指南してくださいました。子どもの本を
知るために、大学時代の記憶をたどりつつ、40 年ほど前「子
どもの本研究会」主催のセミナーに通い数百冊の児童書を読
むという課題に取り組んだり、絵本についての講座があれば
出かけたりして、子どもの本について学び考えていました。
そのうちに我が家で文庫を開くことになり、おはなしの勉強
会の友人や近所の遊び仲間が、週一回小さな文庫に集まるこ
ととなりました。その時作ったのが「つたのは文庫」です。
蔦の絡まる崖の上にあった小さな一軒家の一部屋でした。そ
こでは、絵本の読み聞かせや、おはなしの勉強会を兼ねて子
どもたちに楽しい時間を過ごしてもらっていました。本を題
材にお団子を作ったり、外で遊んだり、今は懐かしい思い出
です。
　その後私が、松岡享子さん（当時公益財団法人東京子ども
図書館理事長、翻訳家 2021 年度文化功労者、2022 年 1 月歿）
の秘書としてお手伝いをはじめ忙しくなったのと、東京子ど
も図書館に児童室ができたので、文庫は閉じることになりま
した。が、東京子ども図書館では選書のお手伝いもさせてい
ただくようになり、たくさんの児童書を読むにつれて、手元
に置いておきたい本や、置いておいたほうが良いと思う本が
どんどん書架に増えていきました。それは、またいつか文庫
をやりたいと思っていたからです。
　そしてその時が来ました。コロナ禍で騒然とし始めた世間
をよそに、東京は中野区にあった自宅を売り払い、霧が丘に
居を求めて引っ越してきたのは、2021 年の 3 月 3 日でした。
学園に書道の講師として通うようになってから、「いつか学
園の近くに越してきたいなあ」と口にしていたことが現実に
なったのです。コロナ禍の車での通勤はとても疲れました。

時には片道 2 時間かかることもありました。そんな時思い
出しました。亡くなった村山先生が、十日市場校舎に図書コー
ナーをと考えて、設計図まで送ってこられていたことを。そ
の設計図には、あの十日市場校舎の手洗い場の周りにぐるり
と書架があったのです。「だめですよ、こんなに水が近いと
ころに本だなんて！」と、即座に答えました。けれどもこの
時から、いつか学園に図書室をと思っていたのです。そして
その図書室を開設しようと。それが現在の「つたのは文庫」
です。
　いつか文庫をもう一度と思って蓄えてきた本たちが、学園
の子どもたちのために役立つ日を迎えたのです。ここ霧が丘
の家は、まるで「つたのは文庫」のためにあったような家で
す。一階の 15 畳ほどのリビングルームは、東は窓のない壁、
西はパティオに開く開口部。南は木々のある庭に面していま
す。東側の壁には本棚が並びます。あふれた本が少しばかり
変わった形の本棚に並んでいます。この本棚は東京子ども図
書館からやってきました。かつて児童室で使われていたもの
です。リビングのソファーには子どもたちが並んで本を読み
ふけっています。いつか思い描いていたことが現実になりま
した。
　本は文字を覚えるためや知識を身に着けるためにあると
思っている人がいるとしたら大間違いです。特に子どもの本
は違います。本は子どもの心を豊かにします。本は子どもに
生きる力を与えてくれます。「つたのは文庫」の本は私が様々
なところで見聞きし学んできたことをもとに、子どもにとっ
て良い本とは何か考えて選んでいます。主に東京子ども図書
館の選書基準に沿っていますが、そればかりではなく、かつ
ての文庫に通って子どもたちが大好きだった本や、私が好き
な本も加わっています。どちらにしても、安心して子どもた
ちに読んでもらいたい本ばかりです。たくさんの子どもたち
に利用してもらいたいと思っています。
　つたのは文庫のパンフレットには、東京子ども図書館を設
立された石井桃子さんの「本は一生の友だち　本は友だち。
一生の友だち。子ども時代に友だちになる本。そして大人に
なって友だちになる本。本の友だちは一生その人とともにあ
る。こうして生涯話しあえる本と出あえた人は、仕あわせで
ある。」という言葉（２００７年３月、教文館ナルニア国で
の１００歳記念フェアに寄せられたことば）を載せています。
ここ「つたのは文庫」でそのような本に出合ってもらえたら
よいなと思っています。


